
■
最
優
秀
賞

　
「
田
植
え
を
し
て
」

     

沼
澤　

柊
人
（
東
根
小
５
年
）

■
優
秀
賞

　
「
も
し
か
し
て
」

     

澁
谷　

理
奈
（
鮎
貝
小
１
年
）

　
「
自
信
が
つ
い
た
水
泳
」

     

佐
藤　

光
雅
（
鮎
貝
小
３
年
）

　
「
本
当
の
思
い
」

     

鈴
木　

愛
華
（
白
鷹
中
３
年
）

　
「「
今
」
を
生
き
る
」

     

樋
口
萌
々
架
（
荒
砥
高
３
年
）

■
佳
作

　

　
「
あ
か
ち
ゃ
ん
」

     

こ
ま
つ　

ひ
な
た

　
　
　

          　
（
蚕
桑
小
１
年
）

　
「
口
の
じ
し
ん
」

     

佐
藤　

蒼
衣
（
東
根
小
２
年
）

　
「
ぜ
っ
た
い
お
よ
ぐ
」

     

田
口　

り
ん
（
蚕
桑
小
２
年
）

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
木
」

     

紺
野　

葵
李
（
東
根
小
４
年
）

　
「
ゴ
ー
ル
ま
で
」

     

高
梨
瑚
太
郎
（
荒
砥
小
５
年
）

　
「
守
ら
れ
て
」

     

渡
会　
　

唯
（
白
鷹
中
１
年
）

　
「
コ
コ
ロ
」

     

梅
津　

芽
依
（
荒
砥
高
３
年
）

　
「
言
葉
」

     

青
木　

悠
生
（
荒
砥
高
３
年
）

　
「
大
人
に
な
る
」

     

須
藤　

未
来
（
荒
砥
高
３
年
）

※
敬
称
略

　

町
出
身
の
詩
人
で
教
育
者
の
芳

賀
秀
次
郎
さ
ん
の
業
績
を
顕
彰
す

る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
詩
の
文
学

賞
「
芳
賀
秀
次
郎
賞
」。

　

今
年
度
は
、
町
内
の
小
中
高
６

校
の
中
か
ら
次
の
14
点
が
入
賞
し

ま
し
た
。

主
催
：
芳
賀
秀
次
郎
賞
実
行
委
員

会
（
丸
川
正
晃
会
長
）

芳
賀
秀
次
郎
賞
入
選
作
品

　10 月 11 日、献血車が本校に来ました。
生徒、職員、そして近所の方々にも協力いた
だきました。

荒砥高校も献血に協力

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

　10 月 19 日、白鷹町佐藤誠七町長、五十嵐政司記念事業実
行委員長（荒砥高校同窓会長）はじめ多数のご来賓のご臨席を
賜り、創立 70周年記念式典が挙行されました。
　また、式典後に行われた記念講演会では、作詞家の風戸強さ
ん（昭和45年卒業）が「ふりむけば…」と題して講演。後半には、
作曲・編曲家の飛澤宏元さんに友情出演として登場していただ
きました。

荒高掲示板 
・創立 70周年記念式典

・献血の協力 

創立 70周年記念式典・講演会

１_五十嵐実行委
員長　２_佐藤町
長　３_風戸さん
（左）、飛澤さん
（右）４_ 風戸さ
んへ花束の贈呈

１ ２ ３ ４

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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地域包括支援センター ℡86-0112

白鷹町支え合いの
地域づくりフォーラム
を開催しました

　

10
月
６
日
、「
白
鷹
町

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、

約
70
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
主
体
の
団

体
で
あ
る
「
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
な
な
い
ろ
の
会
」
が

主
催
、
白
鷹
町
が
共
催
し
、

年
齢
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
お
互

い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
天
童
の
加

藤
由
紀
子
さ
ん
よ
り
県
内
の

支
え
合
い
活
動
の
状
況
を
報

告
を
い
た
だ
い
た
後
、
公
益

財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉
財

団
理
事
の
鶴
山
芳
子
さ
ん
か

ら
講
演
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
に
よ
る
と
、
高
齢
化
が

進
む
中
、「
地
域
で
の
支
え

合
い
は
必
要
で
あ
る
」
と
回

第
50
回
白
鷹
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

■
童
門
冬
二
賞

　
「
じ
ご
く
っ
て　

こ
わ
い
ん
だ
」

     

松
田　

蒼
士
（
荒
砥
小
１
年
）

■
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

　
「
人
は
変
わ
れ
る
」

     

澤
田　

明
喜
（
白
鷹
中
３
年
）

■
教
育
長
賞

　
「
３
・
11『
あ
の
日
』の
で
き
ご
と
」

     

小
林　

優
那
（
荒
砥
小
６
年
）

　
「
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
」

     

小
関　

大
和
（
白
鷹
中
１
年
）

　
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」

     

松
野
ひ
か
り
（
荒
砥
高
３
年
）

■
図
書
館
長
賞

　
「
ぼ
く
も　

ゆ
う
気
が
ほ
し
い
」

     

長
谷
川
蓮
季
（
荒
砥
小
２
年
）

　
「
お
母
さ
ん
と
わ
た
し
」

     

佐
藤　

愛
琉
（
東
根
小
３
年
）

　
「
本
当
の
や
さ
し
さ
」

     

中
川　

久
綱
（
蚕
桑
小
５
年
）

　
「『
ヒ
ロ
シ
マ
の
い
の
ち
』を
読
ん
で
」

     

髙
木　

優
月
（
白
鷹
中
２
年
）

　
「『
嘘
』
と
い
う
本
音
」

     

片
山　

菜
月
（
荒
砥
高
２
年
）

■
入
選
者

     

平
井　

颯
馬
（
東
根
小
１
年
）

     

海
老
名
大
翔
（
荒
砥
小
２
年
）

     

紺
野　

竜
暉
（
荒
砥
小
３
年
）

     

新
野　

嘉
穂
（
東
根
小
４
年
）

     

樋
口　

湊
実
（
鮎
貝
小
４
年
）

     

小
林　

悠
愛
（
東
根
小
５
年
）

     

齋
藤　
　

峻
（
東
根
小
６
年
）

■
一
般
の
部

　
「
電
車
で
始
ま
る
物
語
」

     

豊
嶋　

奏
多

■
絵
本
の
一
行
感
想

     

こ
せ
き　

み
ゆ
う

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

す
ず
き　

そ
う
ま

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

え
び
な　

に
こ

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

ぬ
ま
ざ
わ　

き
ず
な

　
　
　
　
　
（
よ
つ
ば
こ
ど
も
園
）

     

む
ら
か
み　

ひ
と
き

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
の
保
育
園
）

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

答
さ
れ
た
方
は
全
体
の
98
％
で

あ
り
、「
自
分
が
取
り
組
ん
で

み
た
い
助
け
合
い
が
あ
る
」
と

回
答
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
方
が
「
今
後
支
え
合
い
の

地
域
づ
く
り
研
修
会
に
参
加
し

た
い
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
、「
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り

な
な
い
ろ
の
会
」
が
主
体
と
な

り
、
今
後
、
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
研
修
会
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
一
緒
に
、
こ
れ
か

ら
の
白
鷹
町
の
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
研
修
会
の
内
容
、

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
今
後
広

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第２弾

グループワークの様子
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